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１．現地調査１．現地調査

・バンコク調査（・バンコク調査（88月月66日－日－1111日）日）
参加者：谷口智・香川・加藤・山下参加者：谷口智・香川・加藤・山下

現地のエクスカーション、資料収集、地現地のエクスカーション、資料収集、地
形図入手、寺院と井戸に関する調査など形図入手、寺院と井戸に関する調査など

・東京・大阪調査・東京・大阪調査

参加者：全員が随時実施参加者：全員が随時実施

H18 RIHN meeting in Hiroshima



22．地図・写真などの収集．地図・写真などの収集

・国土地理院から地形図謄本を購入・国土地理院から地形図謄本を購入

・日本地図センターから空中写真の購入・日本地図センターから空中写真の購入

・諸施設（国立国会図書館・京都大学総合博物・諸施設（国立国会図書館・京都大学総合博物
館・東京大学理学研究科・立正大学・岐阜県立館・東京大学理学研究科・立正大学・岐阜県立
図書館世界分布図センター・アジア経済研究図書館世界分布図センター・アジア経済研究
所・所・JICAJICAなどで地図の閲覧・コピー・スキャニンなどで地図の閲覧・コピー・スキャニン
ググ

・国土地理院との研究の旧版地形図データの利・国土地理院との研究の旧版地形図データの利
用に関する覚書を交換用に関する覚書を交換
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３．地図・写真などのスキャニン３．地図・写真などのスキャニン
グとデータ整理グとデータ整理

可能な限り、地図などをスキャニングし、可能な限り、地図などをスキャニングし、
整理中整理中
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４．都市の発展に関する文献の４．都市の発展に関する文献の
収集収集

収集およびリスト作成収集およびリスト作成
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５．東京大学空間情報研究セン５．東京大学空間情報研究セン
ターと共同研究による資料の利用ターと共同研究による資料の利用

研究題目：「東京と大阪における都市の内研究題目：「東京と大阪における都市の内
部構造と水文環境の歴史的変遷」部構造と水文環境の歴史的変遷」

研究期間：平成研究期間：平成1818年年44月月11日～平成日～平成1919年年33
月月3131日日
利点：資料の利用に便宜利点：資料の利用に便宜

義務：研究成果の報告義務：研究成果の報告
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６．６．STOTENSTOTEN執筆にむけての打執筆にむけての打

合合

内容：都市化と水文環境変化の地図化、主とし内容：都市化と水文環境変化の地図化、主とし
て人文・社会科学的なアプローチて人文・社会科学的なアプローチ

章立：章立：

I I はじめにはじめに

IIII 水文環境変化に対するアプローチの手法水文環境変化に対するアプローチの手法

IIIIII 水文環境変化の地図化水文環境変化の地図化

IVIV 人為的影響による水文環境の変化人為的影響による水文環境の変化

VV おわりにおわりに
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７．サブグループ・ミーティング７．サブグループ・ミーティング

・２月１６日・２月１６日 京都京都

・３月２８日・３月２８日 浦和浦和

・７月２７日・７月２７日 京都京都

・９月１９日・９月１９日 京都京都
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